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苺爽晰籍晨轟
『自由に !安全に !」

「まずは休養・ゆっくり回復」「それぞれの方が本来持っている力を取 り戻すためのお手伝い」。

支援員は女性の家HELPが どのようなところか、どのような働きをしているのかを尋ねられるとこう

説明している。

国籍、在留資格、年齢等を問わず、配偶者等による暴力を受けた女性、居場所のない女性 と同伴児

に宿所 と3食の食事を提供 している女性の家HELPが大切にしていることは、「入所者本人の自己決

定を尊重すること。」イエス、ノーを言ってよいとの姿勢を支援員達は常に確認しあっている。何を

する、何をしないかは当事者が自分で決めること。自分で決断し、自分の意思を表明してよいのだ。

DV被害者は、力によってコントロール下に置かれ、自由意思での行動や言動が困難になっている場

合が多い。入所間もないころは、「あなたの意思で自由に選び取ってよいのですよ」と支援員に言わ

れても戸惑ってしまう人がいる。自由に決めることを忘れてしまっているかのように思える人もい

る。支援員達は、時間をかけて、決断や選択を待つ。そしてその決断や選択を尊重し、その実現に力

を貸す。食事時間も、入浴時間も、洗濯などの時間も、時間帯の設定はあるが、それぞれが自分の意

思で決め、生活を組み立てている。

女性の家HELPが大切にしていることは、自由だけではない。「安全」は絶対に守られねばならな

いこと。安全で安心できる生活環境が保障されなければならない。自由と安全。緊急通報装置や防犯

カメラ等々の設備に加えて、時間をかけて話し合い作 り出しているルールが安全確保には必要であ

る。 例えば携帯電話の使用ルール。GPS機能は必ず切ること。場所が特定されかねない写真やビデ

オ撮影は絶対禁止等。でも携帯電話使用をすべて禁止しているわけではない。支援員達は、利用者の

立場に立ってルールを作っている。根本にあるのは、利用者達への信頼。

外出は追跡の危険性がない場合は認められているが、門限は定められている。「成人に門限 ?」 と

いぶかる人もいるが安全のために定めているルールだ。門限を守ろうと息せき切って帰ってくる利用

者。支援員達の「自由に、安全に」の思いが利用者たちによく理解されている。
「まずは休養、ゆっくり回復」「それぞれの方が本来持っている力を取り戻すためのお手伝い」。

37年前に、「House in Emergency of Love and Peace」 の頭文字をとって女性の家HELPと 命名

した矯風会の先人たちの思いを忘れることはない。

寄付金を送り、献品を送り、祈っていてくださる方々の支えに感謝しつつ、「自由に !安全に !」

日々を歩んでいきたい。

女性の家HELP施設長 松井 弘子
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舗宅越えて ～最近のHELPの様子～

長かったコ回ナ禍の緊急事態が、今年(2023年)5月 にコ回ナが5類に位置づけられたことで次の

段階へと変化 してから数か月経つ。社会全体が緊張感の高い状況だったこ―とから、完全に解放さ

れたわけではないにせよ、女性の家HELPでも少しずつ以前のような姿が見られるようになってき

た。

2023年度上半期の利用者数は、コロナ前の2019年同時期とほぼ同数の46名 となった。うち6

害」を35歳以下の利用者が占め、近年その年齢層の利用割合は増加 している。総宿泊数は1095,自

で、前年度同時期に比べ、 1。4倍に増加 している。また、利用の依頼は、近年近隣自治体がほとん

どだったが、今年度はやや遠方の自治体も加え、地域的な広がりが戻ってきてし―ヽる。担当者の訪

問等も従来に近い回数で行われている。

HELP全体の人口密度も高くなり、感染予防に注意 しつつ、

食事の時、おやつの時に少しずつ食堂での会話が弾むよう

日々の養いと潤いになることかとつくづく思う。コ

回ナ禍を通 し、 「こんな時だからこそ」とその食卓

に想いを寄せて下さった多くの方のお支えに励まされ

て、平穏な食卓にたどり着けていることを、改めて本当に

ありがたいと感謝するこの頃である。

もう1つのご報告は、2022年 4月 から変更した、女性の家HELPでの携帯電話使用ルールのその

後についてである。それまでの長い間、HELPでは「原則、携帯を預かる」ことを基本としていた

が、この一年半 「原則、携帯は預からない」と変更して運営してきた。

その変更によって、何が変化したのか。一言で言えば、あまり変わらない。社会の中のさまざ

まなサービスが非接触型で提供されることがコロナ禍で加速化する中で、

品 携帯電話は情報収集や公共サービス利用の手段となるばかりでなく、娯

轟  楽の供給源、保存された写真等は、癒 しの源にもなっている。実施

11‐
1響  前、 「DVや人身取引等の加害者からの追跡の危険性が高まるので

ヽ道

傘   案

はないか」とか、「それ以外のトラブルが発生するのではない

か」とか心配していたが、この期間だけを見れば、杞憂に終わ

っていると思われる。

久   話
生活へとたどり着くために必要なことを考え、実行していきたい。
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新しいプログラムを始めま|した

～アニマルセラピー～

今年度から、新たにアニマルセラピーをスター トしました。これまで、利用者の皆さ

ん、スタッフからも要望がありましたが、コロナ禍で人が集まることが難 しかったこ

と、また、安全、衛生面などがきちんと確保できるように、検討に時間が必要だった背

景があります。

今年度、規制が解除され、さ癬饉聘痺

月の七夕会、 9月 のお月具轟尚ポΨ軍靡動 の方々だけでなく、退所者にもお声かけ

し、 したb

7月 は暑さが厳し力
)轟轟難避

iも

あり、・ワンちゃんも少し、バテ気味といった様子でし

たが、子どもたち、そして大人もとても喜んでくれました。 9月 は少し涼しくなり、ワ

ンちゃんたちも調子がよく、投げたボールを導|∵11｀熱夢
‐
711‐響

つこされたり。皆さん思

い思いにワンちゃんと一緒に遊んでいたようです|‐   |||■

アニマルセラピーがきっかけで、昔、ワンちゃんを1飼
‐
ちていたという話が聞けたり、

HELP入所の時に、ワンちゃんを知人に預けてきたど寂しそうに話し、当日を楽しみに

していた方など、思いがけず、会話もはずみました。

次は、 3月・の|ひな祭り。すっかり顔なじみになったワンちゃんたちに、また会えるの

がとても楽しみです。

～簡単タッチのレッスンとパフェづくり～

日ごろ、スタッフが支援で戸惑ったときにア ドバイスをもらったり、研修をお願いし

ている心理士さんに、今回初めて、入所・退所された皆さんを対象とした講座をお願い

しました。

テーマは「リラックスするために、簡単にできること」。まずは、いす、タオルや毛

布、大小のぬいぐるみを用意し、自分の好みのものをそれぞれ選んでもらいます。自分

の手で体にやさしくタッチをすることで、ぬくもりを感じて落ち着くことができたり、

大きなタオルに包まれて、守られている感覚を実際に体験 したり、おうちでも手軽にで

きる内容で、自分でも続けられそうです。最後には、心が安らいで眠くなった、という

感想も聞かれました。

皆でリラックスした後は、フルーツやアイスクリーム、クッキー、チョ

を思い思いに盛り付けて、自分だけσ

自分自身を大切に、そしていたわ

そんな思いが届くと良いな、と思っπ

コレー トなど

■||||||||||||||||||||||||

を引き受けてくださる団体が見つかり、
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． HELP研修会他

女性の家HELP研修会 (第 1回)を実施しました I

昨年度に続き、2023年度も女性の家HELP研修会 (全2回 )を企画しました。同研修会は、日頃

シェルター利用を希望する女性たちの相談に乗っている都内の女性相談員の方々に、女性の家

HELPの ことを知っていただ く機会 として、HELPの 見学も合わせて行っています。また、今年度

は、都内の女性相談員さんのみでな く、一時保護委託契約をしている他県の女性相談センター

(婦人相談所)へ もご案内を出しました。

研修会 (第 1回)は、HELPス タッフを講師として、「『無料低額宿泊所』女性の家HELPっ て

どんなとこ ! 宿泊以外にやっていることは ?―女性新法施行に向けて、「官」 と「民」の連携

についても考えよう !」 をテーマとしました。参加者は、22名 (3女性相談センター、 14福祉事

務所)で、皆さんの熱心に聴 く姿に、コロナ禍の間、

どの市区町村 も近 くの施設利用を中心にしてきた一

方、その後の相談数の増加に応え、保護依頼先の選択

肢を増やしたいとの熱い思いを感じました。2グルー

プに分かれた見学会も、静かに、しっか りと見、聞 く

豊かな時間でした。今後、必要な時に利用 していただ

けるように願つております。

研修会 (第2回 )は、H月 1日 (水)に 「日本で暮 らす

外国籍女性の支援で心がけること一宗教上のこと・生

活習慣・食べ物に関 して一」 というテーマで行いま

す。昨年度、ある自治体か らお問い合わせのあつた

テーマをヒントに、調理や外国籍のスタッフが今まで

のノウハウについてお話をします。申し込みも相次い

でいます。どうぞご期待下さい。

インターン生、活躍 :

今年度は、8月 、9月 にインターンの学生を受け入れました。社

1会教育主事の資格取得を目指す大学3年生の実習 (14日 間)で
■す。社会福祉施設としての女性の家HELPで すが、社会福祉士等

=の
実習指定施設ではないため、インターン生を受け入れるのは本

1当 に何年ぶりです。

インターン生は、当初慣れない環境で緊張していましたが、ス

タッフからHELPで の業務について話を聞いたり、利用者の方たち

と一緒にさまざまなケアプログラムに参加 し、交流を重ねたりするうちに、だんだん様子が分

かってきたようです。上記のHELP研修会の日、別の日の大学生グループ訪問受け入れ日には、会

場設営から受付等を担いプログラム実施を支えて下さいました。

インターン生が女性の緊急一時保護の現場に身を置いて、理解を深めた一方、女性の家HELPの

スタッフにとっては、若い世代に身近に接する機会となり、よい刺激を受けました。お互いから

学んだことを、それぞれ社会の中で生かしていくことができればと思います。インターン生の今

後のご活躍を期待しています。

4



21つのチヤリテ|イコ|ンサ|■卜|ご協力|あ|り|がとうこ―ざtヽました|

～
東京スコラ■力|ント■ル|ム1第641回1定1期1慈1善演奏会■2●‐231512151～

東京スコラ■カーント■―ルム第64‐固定期慈善演奏会が女性の家HELPのため11.こ -5月‐215日杉1並1公‐

会堂大ホー■ルにて1開催されtl多 く|の方々が忙しい中駆けつけてくだ.さ い.まし.たよ■■■■■■‐■‐■|

「天からの声に応えて●′ヽロー|シ クの曙光とバツ八」というタイトルにふきわ|しい神|の栄光|を讃え|

る喜びに満ちたコンサ■―卜でした。プログラムのはじまリーはtま |る で1天から1降ちてく―るようなリ

コ■ダ■の愛らしいメロデイ■で幕をありま||した6● |   ■■ ‐‐ ‐■■|■ ■‐■ |■ ■■■

|バ
ー
シ八のカーンタ■|夕 を中心に各ソリスト|の歌手のす.ば らしい歌声よ|‐管弦楽と|オルガン|の奏でる

荘厳な1調べ:東京スコラカ|ント■ルムの1統制のとれた透明感に潟れる合,昌 :|そしてtlllそ |のすべて

を活かしまとめ上げt‐ 自|ら もアルトのシリストを務‐めた指揮者の青木洋也‐先1生 tlllこ |の1見事な1完
‐
成‐

されたノヽ■モニ■を聴き
=‐

1会場は神
―
の臨在感に包まれまし|た :|‐

‐感染防止に酒己慮しながら|の1練習1こ

励まれた演奏者の皆様tl指導スタッフの方々の1努1カと―
音楽に1対|す る情熱|=頭の下が|る 思いで|し

た。まさ―に東京
―
スコラカーント■ルムの信条■■歌うことは倍‐祈る.こと■を1実感した時間でしたよ|

休憩中やコン・サート終了後、本当に沢山の1方が募金1箱に|お気‐持|ち を入‐れてくだ.さ いました
=1東

京

スコラーカント■ルムーの皆様ソリスートの1演奏家―の皆様|よ今回のコ|ンサ■トー収益を女性―の家HELPのた|

めに捧げてく|だ さいましたも1心から感謝い.たします:|‐ ■■■ |||■■■■■ ‐|■ | | |■ |

コンサ■卜の最後に聴衆と演
‐
奏者全員でうたうた F神はわがやぐら1‐ |で会場は喜びと―感‐謝に満ち

た響きに1包まれました:■ ■ | | ■ ||

～
オルガ|ンーニスト表見聖先生によるチヤリテイーコンサ

ー
■卜・ 2021319118～

|オルガン|二|ス トでありt三■教会の牧師でも―ある表見聖先生|に よる.コ ンサートがtl日本キリスト

教団荻窪1教会で9月 18日 に開催されまし.た :・ イタリアの二房で制作され.た という素晴らしいオルガ

ンの音色に1魅了されました。      |   |
■プログラムの前半は表見先生が学ばれたスペインの作曲家による曲tl後半は|ノ ッヽー八の曲‐が中心で

したち特に、1普段あまり耳|にすることの少ないスペインのオルガン曲は興味深い物でしたこ陽気で|

活気浴‐れる音色。|ま るで天使‐がトラ|ンペットを吹き鳴らしているか|の
|‐よ―うなフアン・フア

ー
■|レ的な1勇 |

壮なパツセ■ジ:宮廷―の舞踏会を思わせ優雅なリズム||スベインの1雰囲気を―堪‐能した1時1間で|した●|

青‐計望■1111嘉31蓄1711議‐

`1.11峯

111覗il鷲3:1.:1だ:I集
備.し祈うて下さうた荻1窪教‐会の皆‐様‐、司1会進行をして下.さ つ■牧:T‐

|の
||ヽ海1暴

1舞1年■本当年■|つ がこ
らき―きtヽました:当ジ|‐■1終了後には沢1山め1芳 が々尊し`捧|げ物をし|でくだきい.ま したこ―■■|■ ‐

‐日時|

会場■

指1揮■ 「基

・５



だ―

=‐

|‐).‐1.

■■■■ | ■‐               |||■ |||■■■
‐ _■ ||||||   |||   

‐

 ‐

クリスマースの近づぐ季節になりました。皆さま、いかがお過ごしでしょう|が

'|  _■

‐

HELPを支えて下さる■人一人のお力により助けを求める女性や子どもた
.ち

の支援1活動が続けら

れますことを心から感謝‐申し上げます。

今年度は日本、中国、ミャンマー、フィリピン、ガーナ出身の女性と子どもたち51人がHELP
を利用され、また世界 13ヵ 国以上の女性に関する電話相談を受けています。親や家族による虐

待・暴力のため、また、つらい過去 と現在の生きづ らさを抱え女性の家HELPを必要 とする女性

や子どもたちに支援ができるようスタッフー同、一層の努力をして参 ります。

1 厳 しい財政の下、HELPが担 う使命を全 うさせて頂けますよう献金によるご支援を、何卒よ―ろ

t‐くお願い申し上げます。

2023年 H月 公益財団法人 日本キリスト教婦人矯風会理事長  飯田 瑞穂

女性の家HELP施設長 (常任理事兼務)  松井 弘子

■■. 女性の家 HELPでは、利用者の方への日用品等のお渡しにあたり、それが「日々 の生活に不自

|■
‐

|‐ .■由のない」状況に留まらず、慣れた環境や人間関係から離れ、多くのお気に入り物品を失ってシェ

・ ウレターヘたどり着いた女性や子どもたちが、充分な休息をとり、新しい生活に向けた「希望」と「意

■欲」を育むきっかけとなるよう心掛けております。皆様からお寄せいただいたお志を活かして、

年齢や国籍・文化等に基づ くおひとりおひとりの多様な必要に応えられるよう今後も努力してま

いります。皆様のご協力をお願い申し上げます。

物品寄付

ぐ日用品》

《衣料品》

現在は新品のみ受付 しております。ご協力をお願い致 します。      |‐ ■

調味料 (砂糖 0塩 0醤油・サラダ油 )、 ジャム、お菓子、嗜好品 (コ ーヒー0紅茶 0コ コア・緑茶 0

ジュース・クリープ)*賞味期限内の物

シャンプー、洗濯用粉洗剤、台所用洗剤、ティッシュペーパー、化粧水、乳液、化粧品、

ハンドクリーム。

大人用 ― パジャマ、スウェット、靴下、ジャケット、パーカー、インナT(半袖、長袖 )

*現在、子ども用品は受付 しておりません。          _・
折 りたたみ傘、靴、ノー ト、タオルケット、バスタオル0フ ェイスタオルtク オカード、

商1品券など
=.                   

‐■■‐ ■■ ‐■

郵便振替口座 :00110-5‐ 188775

加入者名 :女性の家 HELP
■■‐d


